


名古屋能楽堂　九月定例公演
〈能楽普及公演〉

　
平
宗
盛
は
、遠
江
国
池
田
宿
の
熊
野
と
い
う
娘
を
都
に
留
め

て
い
ま
す
。一
方
、熊
野
の
老
母
か
ら
朝
顔
と
い
う
名
の
侍
女
が

文
を
も
っ
て
訪
れ
ま
す
。熊
野
は
宗
盛
の
前
で
文
を
読
み
上
げ
、

そ
し
て
暇
を
賜
る
よ
う
願
う
の
で
す
が
、宗
盛
は
花
見
に
付
き

合
え
と
、牛
車
に
乗
せ
て
春
の
賑
わ
い
の
京
の
街
を
ゆ
き
、清
水

寺
に
着
く
と
す
ぐ
に
酒
宴
を
始
め
ま
す
。熊
野
は
命
ぜ
ら
れ
る

ま
ま
に
舞
を
舞
う
と
、途
中
俄
か
に
村
雨
が
降
り
だ
し
花
が

散
っ
て
ゆ
き
ま
す
。熊
野
は
歌
を
し
た
た
め
、そ
れ
を
詠
じ
た
宗

盛
は
、憐
れ
を
感
じ
取
り
、暇
を
与
え
、熊
野
は
喜
び
東
路
に
向

か
い
旅
立
ち
ま
す
。　
　
　　（
一
般
財
団
法
人    

能  

姫
町
財
団)

◇
能
解
説 ｢
熊
野｣  （
ゆ
や
）

　
仁
和
寺
の
守
覚
法
親
王
に
仕
え
る
大
納
言
の
僧
都
行
慶（
ワ

キ
）は
、生
前
、法
親
王
の
寵
愛
を
受
け
た
平
経
政
を
管
弦
講（
管

弦
の
音
楽
で
法
要
を
行
う
こ
と
）で
弔
う
こ
と
を
語
り
ま
す
。

　
経
政
の
愛
し
た
琵
琶「
青
山
」を
仏
前
に
置
い
て
弔
い
を
行
う

と
、経
政
の
幽
霊（
シ
テ
）が
現
れ
ま
す
。経
政
の
幽
霊
は
弔
い
に

感
謝
し
、手
向
け
て
あ
る
琵
琶
を
弾
き
、琵
琶
の
面
白
さ
を
語

り
舞
い
ま
す
。や
が
て
、優
雅
な
空
気
は
一
変
し
、修
羅
道
で
の

苦
し
み
の
様
を
見
せ
た
か
と
思
う
と
、そ
の
身
を
恥
じ
な
が
ら

姿
を
消
し
ま
す
。

　
灯
火
の
中
、見
え
隠
れ
し
な
が
ら
行
慶
と
言
葉
を
交
わ
す
場

面
、琵
琶
を
奏
で
舞
を
舞
う
と
こ
ろ
、修
羅
道
の
場
面
と
、短
い

な
が
ら
も
変
化
に
富
む
、修
羅
物
の
代
表
曲
で
す
。

　
平
経
政（
平
家
物
語
で
は
経
正
）は
清
盛
の
弟
・
経
盛
の
子

で
、敦
盛
は
弟
に
あ
た
り
ま
す
。平
家
物
語「
経
正
都
落
」に
は
、

仁
和
寺
の
覚
性
法
親
王
か
ら
賜
っ
た
青
山
を
、平
家
都
落
ち
の

時
に
仁
和
寺
へ
返
し
に
行
っ
た
と
あ
り
ま
す
。そ
の
時
に
経
政
が

詠
ん
だ
歌《
呉
竹
の
　
筧
の
水
は
か
は
れ
ど
も
　
な
ほ
す
み
あ

か
ぬ
　
宮
の
中
か
な
》は
地
謡
の
中
に
出
て
き
ま
す
。ま
た
、仁

和
寺
を
後
に
し
た
経
政
を
桂
川
の
ほ
と
り
ま
で
送
っ
て
行
っ
た

僧
が
、こ
の
曲
の
ワ
キ
、行
慶
だ
っ
た
の
で
す
。　   

（
衣
斐
　
愛
）

◇
能
解
説 ｢

経
政｣

  （
つ
ね
ま
さ
）

　
近
年
は
人
間
が
賢
く
な
っ
た
た
め
に
地
獄
に
落
ち
る
罪
人
も

少
な
い
危
機
的
状
況
の
中
、閻
魔
大
王
一
行
は
已
む
無
く
自
ら

六
道
の
辻
へ
出
向
い
て
、死
者
を
地
獄
へ
引
き
連
れ
よ
う
と
待

ち
構
え
ま
す
。そ
こ
へ
生
前
金
品
財
産
を
散
々
に
巻
き
上
げ
て

き
た
博
奕
打
ち
が
通
り
掛
か
る
の
で
、一
行
は
捕
ら
え
ま
す

が
・・・
。

　《
六
道
》と
は
、天
上
界
・
人
間
界
そ
の
他
畜
生
・
餓
鬼
・
地
獄
・

修
羅
各
々
の
世
界（
道
）を
表
し
、《
六
道
の
辻
》は
ま
さ
に
こ
の

世
と
あ
の
世
の
分
岐
点
、冥
界
を
隔
て
る
境
界
線
を
指
し
て
い

ま
す
。京
都
東
山
に
は
平
安
京
当
時
の
墓
所
で
も
あ
っ
た
鳥
辺

野
界
隈
に「
六
道
珍
皇
寺
」が
現
存
し
、山
門
脇
に
石
碑
も
残
っ

て
い
ま
す
。冥
途
へ
の
入
口
と
し
て
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
井
上
松
次
郎
）

◇
狂
言
解
説 ｢

博
奕
十
王｣  （
ば
く
ち
じ
ゅ
う
お
う
）

せ
い
ざ
ん

そ
う
ず
ぎ
ょ
う
け
い

か
く
し
ょ
う
ほ
う
し
ん
の
う

し
ゅ
が
く
ほ
う
し
ん
の
う

あ
づ
ま
じ

公益財団法人 名古屋市文化振興事業団  TEL.052-249-9385

＊地下鉄・市バス等公共交通機関をご利用ください。

9月7日(土)　14：00～16：00
九月定例公演事前学習講座 ［受講チケット］九月定例公演とのセット券500円、一般券1,000円 ほか

◆能「経政」「熊野」のあらすじ、見どころを解説します。詳細は事前学習講座チラシをご覧ください。

＊

＊当日券は自由席のみ500円増となります。  ＊学生券は25歳以下を対象とします。

事業団友の会会員・障がい者手帳等をお持ちの方（付添者１名含む）は
１割引（学生券をのぞく）
（名古屋能楽堂・事業団チケットガイド・事業団施設窓口のみ。各割引の併用はできません。）

※事前学習講座のチケット（定例公演とのセット券を含む）は、名古屋市文化振興事業団の管理する文化施設窓口にて取り扱いをしております。

名古屋能楽堂／TEL.052-231-0088
名古屋市文化振興事業団チケットガイド／TEL.052-249-9387
（平日9：00～17：00／チケット郵送可）

名古屋市文化振興事業団が管理する文化施設窓口＜土日祝日も営業＞でも
お求めいただけます。
（工事休館などがありますので、ホームページでご確認ください。）

栄プレチケ92／TEL.052-953-0777
チケットぴあ／TEL.0570-02-9999 (Pコード495-774）
＊お近くのセブンイレブン、サークルＫサンクスでもお買い求めいただけます。
＊外国籍が証明できるパスポート等を持参された方には前売・当日とも１割引きします。（名古屋能楽堂取扱いのみ）
　To visitors who bring their passports or the likes which prove respective foreign nationalities, advance/day tickets are available at a 10% discount. (at Nagoya Noh Theater only)

＊前売券発売日  令和元年7月5日（金）

4,100円 3,100円 2,100円
under 25 years old

plus ¥500, on tha day

舞台

中正面
自由席 正面
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脇正面
自由席脇

正
面

自
由
席

正
面
自
由
席

正面
自由席

正面
指定席

都
合
に
よ
り
出
演
者
等
が
変
更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド
】

◆
能「
経
政
」　

　
日
本
語
／
伊
藤
　
利
香

　
　
　
　
　（
名
古
屋
能
楽
堂
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド
）

　
英
　
語
／
藤
江
さ
お
里（
通
訳
ガ
イ
ド
）

◆
能「
熊
野
」　

　
日
本
語
／
大
山
　
範
子

　
　
　
　
　（
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能

　
　
　
　
　  

研
究
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
研
究
員
）

　
英
　
語
／
藤
江
さ
お
里（
通
訳
ガ
イ
ド
）

後
見

今
沢
　
美
和

山
田
　
義
高

後
見

佐
藤
　
友
彦

佐
藤
　
　
融

笛小
鼓

大
鼓

鹿
取
　
希
世

後
藤
嘉
津
幸

河
村
眞
之
介

笛小
鼓

大
鼓

太
鼓

大
野
　
　
誠

船
戸
　
昭
弘

河
村
裕
一
郎

加
藤
　
洋
輝

シ
テ

ア
ド

立
頭

立
衆

立
衆

立
衆
　

立
衆

立
衆

博
奕
打

閻
魔
大
王

鬼鬼鬼鬼鬼鬼

井
上
松
次
郎

野
村
又
三
郎

奥
津
健
太
郎

野
口
　
隆
行

藤
波
　
　
徹

伊
藤
　
　
泰

野
村
　
信
朗

松
田
　
髙
義

シ
テ

ツ
レ
　

ワ
キ

ワ
キ
ツ
レ

熊
野

朝
顔

平
宗
盛

従
者

久
田
三
津
子

瀬
戸
　
洋
子

橋
本
　
　
宰

椙
元
　
正
樹

博
奕
十
王  

（
和
泉
流
）

休
憩
十
五
分

地
謡

伊
藤
　
裕
貴
　
清
沢
　
一
政

吉
沢
　
　
旭
　
山
中
　
雅
志

本
田
　
　
勲
　
久
田
　
勘
鷗

松
山
　
幸
親
　
祖
父
江
修
一

 （
午
後
五
時
四
十
分
頃
終
了
予
定
）

熊
野 （
観
世
流
） 

後
見

玉
井
　
博
祜

衣
斐
　
　
愛

笛小
鼓

大
鼓

山
村
　
友
子

船
戸
　
昭
弘

河
村
総
一
郎

シ
テ

ワ
キ

平
経
政
の
霊

僧
都
行
慶

衣
斐
　
正
宜

飯
冨
　
雅
介

地
謡

津
田
　
節
　
　
和
久
荘
太
郎

石
森
　
智
幸
　
水
上
　
　
優

竹
内
　
孝
成
　
佐
藤
　
耕
司

平
田
　
正
文
　
内
藤
　
飛
能

経
政 （
宝
生
流
） 

シ
テ

羽
多
野
良
子

笛
　

小
鼓

大
鼓

太
鼓

大
野
　
　
誠

後
藤
嘉
津
幸

河
村
裕
一
郎

加
藤
　
洋
輝

地
謡

伊
藤
　
英
毅

長
田
　
　
郷

松
井
　
俊
介

地
謡

田
中
　
春
奈
　
熊
谷
眞
知
子

鈴
村
　
昌
美
　
伊
藤
　
雅
子

大
川
　
磨
美
　
加
藤
か
お
る

弓
八
幡 （
金
剛
流
） 

舞
囃
子

シ
テ

長
田
　
　
驍

藤
戸 （
喜
多
流
） 

仕
舞

地
謡

前
田
　
　
登

小
島
　
芳
樹

小
野
瀬
荘
樹

シ
テ

鬼
頭
　
尚
久

地
謡

今
枝
　
郁
雄

鹿
島
　
俊
裕

大
橋
　
則
夫

小
鍛
冶 （
金
春
流
） 

仕
舞
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